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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

俳句 安増ともえさん
（小牧）

12月25日クリスマ
スの日に新幹線で京都の
知恩院に行きました。徳
川家光の造りし御影堂で
高僧による法然上人の御
身拭い式と遷座式があり
ました。千人に余る人々
でモニターテレビで参列
する人もあり、帰りの新
幹線は大雪で１時間遅れ
でした。

絵画 土生正義さん
（猪倉）

こんなに身近なところ（八幡東区）
に真っ赤に染まった紅葉を見られるな
んて思ってもいなかった。カレンダー
の写真で知り、現地でその存在を確認
し感動し、創作に励みました。

数
珠
と
袈
裟  

バ
ッ
ク
に
冬
の  

知
恩
院

鞍寿の里
（入所者）ちぎり絵

アンパンマンの勇気と希望で、鞍寿の里
の大きな輪が地域に広がるよう願いを込め
て作成しました。

全
九
州
空
手
道
選
手
権
大
会
及
び

フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
九
州
空
手
道
大
会
で

好
成
績
を
収
め
ま
し
た

●
鞍
手
町
空
手
道
連
盟
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
国
際
空
手
古
武
道
連
盟
・

福
本
会
館
空
手
道
場

昨
年
の
11
月
６
日
に
長
崎
県
立
総
合
体
育
館
で
第
21
回
全
九

州
空
手
道
選
手
権
大
会
。
12
月
11
日
に
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
第

７
回
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
九
州
空
手
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
お
と
な
ま
で
多
く
の
選
手
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
稽

古
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
福
本
会
館

空
手
道
場
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
に
出
場
し
、
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
今
年
は
１
月
６
日
か
ら
初
稽
古
を
行
い
、「
今
年

一
年
新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
部
員
一
同
で

初
稽
古
に
臨
み
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
第
21
回
全
九
州
空
手
道
選
手
権
大
会
一
般
無
差
別
級
第
３
位

＝
有
吉　

大

▽
第
７
回
フ
ル
コ
ン

タ
ク
ト
九
州
空
手

道
大
会
幼
児
男
女

混
合
の
部
準
優
勝

＝
秋
田
葉
月
▽
小

学
校
６
年
の
部
第

３
位
＝
白
水
純
治

▽
中
学
生
重
量
級

の
部
準
優
勝
＝
龍

田
和
樹
▽
小
学
校

１
、２
年
女
子
の

部
優
勝
＝
秋
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雅

▽
小
学
校
２
年
男

子
の
部
第
３
位
＝

伊
福
一
翔

第
２
回
英
彦
山
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝

●
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｇ
３

昨
年
12

月
10
日
に
第

２
回
英
彦
山

ジ
ュ
ニ
ア

カ
ッ
プ
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大

会
が
添
田
町

民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ

Ｅ
‐
Ｇ
３
の

小
学
２
年
生

か
ら
４
年
生

ま
で
の
子
ど

も
た
ち
16
人

が
「
ち
び
く

ら
‐
Ｇ
３
」

と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち

は
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
思
い
っ
き
り
発
揮
し
、
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。「
今
年
も
優
勝
め
ざ
し
部
員
一
同
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」。
ま
た
、
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｇ
３
で
は
、
随

時
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｇ
３
（
大
村
幸

枝
）
☎
（
０
９
０
）
９
７
２
３
局
１
９
１
９
番
ま

で
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

押し花手編み
シルクでチュニックを編みました。単
純な技法なので、楽しく早く編めました。
ウエストから裾に向かって少し広がりが
あるので、楽
に着られそう
です。

店先で色とりどりのガーベラの花が
目に留まりました。乾燥させると鮮や
かなそのままの色で仕上がりました。
同じ花でも作る人でまったく違った作
品が出来、そ
れが楽しくも
あり勉強にも
なります。

桑原カオルさん
（い牟田）

垰岡碩美さん
（新北）

Relay Essay

そ
の
日
は
東
京
本
社
で
の
会
議
も
早
め

に
終
わ
り
、
帰
路
を
京
急
線
の
電
車
で
羽

田
空
港
へ
向
か
っ
た
。

空
港
ま
で
あ
と
数
分
で
到
着
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
突
然
、「
緊
急
停
車
い
た
し
ま

す
。」
と
の
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
電

車
は
止
ま
っ
た
。
乗
客
が
皆
、
何
事
か
と

不
安
の
様
相
を
し
て
い
る
と
突
然
あ
ち

こ
ち
で
携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
の
音
が

な
り
始
め
、
止
ま
っ
て
い
る
電
車
が
大
き

く
揺
れ
だ
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
、
東
日
本

大
震
災
の
発
生
。

電
車
は
復
旧
の
め
ど
が
な
く
後
部
車
両

が
ぎ
り
ぎ
り
駅
の
ホ
ー
ム
に
か
か
っ
て

い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
外
に
出
さ
れ
何
と

か
空
港
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

関
東
で
は
珍
し
く
な
い
が
結
構
大
き
な

揺
れ
だ
っ
た
の
で
、
空
港
に
つ
い
て
も
地

震
に
よ
る
一
時
的
な
混
乱
と
思
い
悠
長

に
お
土
産
を
買
い
出
発
時
刻
を
待
っ
た

が
状
況
が
何
か
違
う
。
保
安
検
査
場
は
閉

鎖
さ
れ
、
出
発
予
定
の
便
が
徐
々
に
遅
れ

か
ら
欠
航
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

結
局
、
そ
の
頃
に
は
空
港
に
出
入
り
す

る
交
通
機
関
は
す
べ
て
止
ま
り
、
携
帯
電

話
も
ほ
と
ん
ど
繫
が
ら
な
く
な
り
外
の

状
況
も
わ
か
ら
ず
、
空
港
で
一
夜
を
過
ご

す
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
日
、
何
と
か
無
事

に
九
州
ま
で
戻
っ
て
来
れ
た
が
、
新
聞
、

Ｔ
Ｖ
な
ど
で
徐
々
に
情
報
が
入
る
に
つ

れ
て
驚
き
、
そ
し
て
昨
夜
は
無
理
し
て
都

内
に
戻
る
よ
り
停
電
も
無
く
緊
急
用
の

毛
布
、
食
料
の
支
給
が
あ
っ
た
空
港
が
、

一
番
安
全
で
快
適
だ
っ
た
こ
と
も
知
っ

た
。

も
う
す
ぐ
、
地
震
発
生
か
ら
１
年
が
経

と
う
と
し
て
い
る
が
、
昨
年
は
こ
の
地
震

か
ら
始
ま
り
、
台
風
、
大
雨
と
国
内
だ
け

で
な
く
世
界
規
模
で
の
自
然
災
害
が
多

く
発
生
し
た
年
で
し
た
。

私
自
身
、
ゴ
ル
フ
場
に
勤
め
日
々
、
芝

の
様
子
を
見
て
い
ま
す
が
、
年
々
と
温
暖

化
が
進
み
夏
は
猛
暑
日
が
増
え
12
月
に

な
っ
て
も
芝
の
青
さ
が
残
り
、
自
然
の

サ
イ
ク
ル
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
２
０
１
２
年

は
、
災
害
も
無
く
皆
が
笑
っ
て
過
ご
せ
る

よ
う
な
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

次
回
は
、
神
森
正
茂
さ
ん
（
永
谷
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
津
田
　
領
治
さ
ん
（
新
延
・
48
歳
）
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晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

三
桜
会

舞
踊
発
表
会

●
和
田
成
子
さ
ん
（
小
牧
）

花
柳
流
（
奈な

り

と

め

里
乙
女
）
と
藤
間
流

（
勘か

ん
し
け
ん

志
絹
・
勢せ

い

じ路
）
に
よ
る
三
桜
会
舞
踊
発
表

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

合
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

３
月
11
日
（
日
）
午
前
11
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

花
柳
奈
里
乙

女
（
和
田
成
子
）
☎
４
２

局
５
６
５
４
番
ま
で

冬
の
風
物
詩

し
め
縄
づ
く
り

●
上
新
橋
区　

入
江　

保
さ
ん

12
月
23
日
に
上
新
橋
の
公
民
館
で
恒
例

の
し
め
縄
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
年
越
し
の
準
備
の
し
め
縄
づ
く
り
に

精
を
出
し
ま
し
た
。「
毎
年
作
り
よ
る
が
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ん
た
い
」
と
言
っ

て
い
た
参
加
者
も
い
ま
し
た
が
、
出
来
上

が
っ
て
み
れ
ば
立
派
な
し
め
縄
が
完
成
し

て
い
ま
し
た
。
し
め
縄
作
り
の
後
は
み
ん

な
で
会
食
を
し
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。


